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トピックス

七
月
第
四
日
曜
日
は「
信
州 

山
の
日
」

１　
は
じ
め
に

長
野
県
に
は
、
全
国
に
二
十
三
座
あ
る
３
，
０
０
０
ｍ
峰
の
う
ち
十
五
座
、
日
本
百

名
山
が
二
十
九
座
あ
り
、
と
も
に
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
県
土
の
約
八
割
を
森

林
が
占
め
る
全
国
有
数
の
森
林
県
で
も
あ
り
、
こ
の
森
林
を
水
源
と
す
る
豊
富
な
水

は
、
県
内
は
も
と
よ
り
下
流
域
の
都
市
部
へ
も
そ
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
貴
重
な
資
源
で
あ
る
「
山
」
に
感
謝
し
、「
山
の
恵
み
」
を
将
来
に
わ
た

り
持
続
的
に
享
受
し
て
い
く
た
め
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
七
月
の
第
四
日
曜
日
を
「
信

州 

山
の
日
」
に
定
め
、
信
州
の
「
山
」
の
価
値
を
更
に
高
め
、
全
国
に
発
信
す
る
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

２　
県
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

今
年
の
一
月
に
実
施
し
ま
し
た
県
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
「
信
州 

山
の
日
」
県
民
の
認
知

度
は
八
十
二
％
と
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に
県
政
世
論
調

査
協
会
の
調
査
結
果
の
四
十
九
％
を
大
き
く
上
回
り
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
制
定
の
趣
旨
や
期
日
を
知
っ
て
い
る
方
の
割

合
は
三
十
五
・
八
％
と
低
く
、
信
州
の
山
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
取
組
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
取
組
を

広
く
情
報
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
「
信
州
の
山
の
魅
力
を
高
め
、
活
用
す

る
た
め
の
大
切
な
取
組
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
森
林
の
整
備
」
が
五
割
を
超
え
、「
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
多
く
の
人
た
ち
が
山
に
親
し
み
、
学
ぶ
機
会
づ
く
り
」

「
登
山
の
安
全
対
策
」
が
約
四
割
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

３　
平
成
二
十
七
年
度
の
「
信
州 

山
の
日
」
の
取
組
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、平
成
二
十
七
年
度
の「
信
州 

山
の
日
」

の
取
組
に
つ
い
て
は
二
つ
の
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

①　

 

御
嶽
山
の
噴
火
災
害
、
山
岳
遭
難
防
止
の
強
化
を
踏
ま
え
、「
信
州
の
山
」
を
安

全
に
楽
し
む
環
境
づ
く
り
と
そ
の
Ｐ
Ｒ

②　

 「
山
の
日
」
の
定
着
・
浸
透
と
信
州
の
山
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
関
連
施
策
を

推
進

具
体
的
に
は
、「
信
州 

山
の
日
」
の
趣
旨
等
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
信
州 

山
の

月
間
」
中
に
、
県
内
四
地
域
と
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
「
信
州 

山
の
日
」
学
校
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
今
年
の
「
信
州 

山
の
日
」
七
月
二
十
六
日（
日
）に
は
、「
山
を

安
全
に
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
「
信
州 

山
の
日
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
北
安
曇
郡
小
谷
村

で
開
催
し
ま
す
。

な
お
、「
信
州 

山
の
日
」
学
校
で
は
、「
信
州 

山
の
達
人
」
で
も
あ
り
山
の
安
全
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
る
中
嶋
豊
さ
ん（
元
長
野
県
警
察
山
岳
遭
難
救
助
隊
隊
長
）「
山
の
魅

力
と
危
険
～
山
歩
き
は
楽
し
く
、
安

全
に
～
」
や
上
原
巌
さ
ん（
東
京
農

業
大
学
教
授
）「
森
林
の
癒
し
な
ど

の
保
健
休
養
効
果
に
つ
い
て
」
な
ど

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、「
信
州
の
山
」
に
関
す

る
行
事
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
３
４
０
件
を
上
回
る
約

３
６
０
件
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、「
信
州
の
山
」
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
情
報
発
信
し
て
い
ま

す
。山

に
感
謝
し
、
山
を
守
り
、
育
て
、

活
か
し
な
が
ら
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
取
組
に
皆
様
も
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

平成27年1月実施の県政モニターアンケート調査
「信州 山の日」の認知度 
①制定趣旨、期日を知っている 35.8 ％
②制定趣旨は分からないが、期日は知っている 12.7 ％
③聞いたことがある 34.0 ％
④知らない 17.0 ％
⑤無回答 0.2 ％ 長野県PRキャラクター

「アルクマ」
©長野県アルクマ

上高地
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「信州	山の日」学校開催のお知らせ
7月15日から8月14日までの「信州 山の月間」中に、「山」の魅力や大切さを多くの方に発信し、山岳観光の振興、

山岳環境の保全、安全登山の啓発及び森林づくりの推進を一層図ることを目的に各地で５回の「信州 山の日」学校を
開催します。主なテーマは「信州の山」を楽しく安全に!!

申込先：林務部森林政策課　企画係　電話026-235-7261
　　　　FAX　026-234-0330　E-mail　yamanohi@pref.nagano.lg.jp

 日時・会場 内容及び講師 定員等

第
１
回

７月18日（土）
11：00 ～ 16：00
会場：高峰高原

（小諸市高峰高原704）

〈浅間山麓、自然の魅力〉　
講師：杉山　隆　氏（浅間山麓自然学校インストラクター）　
　講習会の後、緩やかな高峰高原を、植物や動物などじっくり観察
しながら高峰高原まで往復約3時間程度歩きます。
　高峰高原から見る、富士山や八ヶ岳連峰、北アルプスは絶景です。

50名
事前申込必要

（申込期限7月14日）
対象：小学生以上

第
２
回

７月26日（日）　
10：00 ～ 16：00
会場：栂池高原
栂池ゴンドラリフト白樺駅

（北安曇郡小谷村栂池）

「おたり 真夏の雪まつり」　
と同時開催

「信州 山の日」フォーラム in おたり
〈基調講演　13：30 ～ 14：45〉
「山を安全に楽しむために」　講師：橋本　しをり氏（医師・登山家）
〈トークセッション　15：00 ～ 16：00〉
山岳関係者による山の安全等に関するトークセッション

〈「山」関連ブース設置　10：00 ～ 16：00〉
・山の安全相談コーナー
・第67回全国植樹祭PRブース（苗木プレゼント：限定100個）
・親子木工教室（県産材の椅子作り：限定100個）
・しあわせ信州応援「アイドルオトメ☆コーポレーション」による「信

州 山ガール」の活動発表会
・「信州 山の日」記念切手の販売・・等

基調講演
トークセッション
200名
事前申込不要

第
３
回

８月１日（土）　
14：00 ～ 16：00

（受付13：30 ～）
会場：県立長野図書館会議室

（長野市若里1丁目1-4）

〈山の魅力と危険～山歩きは楽しく、安全に～〉
講師：中嶋　豊氏（元長野県警察山岳遭難救助隊隊長）
　県内の高い山から低い山まで知り尽くした中嶋さんに、信州の素
晴らしい山々を安全に楽しむためのお話です。　

80名
事前申込必要

（申込期限7月30日）

第
４
回

８月８日（土）　
13：00 ～ 16：00

（受付12：00 ～）
会場：ヘブンスそのはら

（下伊那郡阿智村智里）

〈森林の癒しなどの保健休養効果について〉
講師：上原　巌氏（東京農業大学教授）
　森林浴は、森林を散策しながら森の空気を吸うことによって、疲労
回復などの効果をもたらすものです。このような効果を実際に森に
入り体験します。

50名
事前申込必要

（申込期限8月4日）
対象：小学生以上

第
５
回

８月11日（火）
14：00 ～ 16：00

（受付13：30 ～）
会場：銀座NAGANO

（東京都中央区銀座5丁目6-5）

〈信州の山の魅力（上高地等の魅力）〉
　国民の祝日「山の日」１年前イベントとして、「山の日」記念全国大会

（仮称）を実施する松本市上高地の魅力を映像を交えご紹介します。
〈週末は信州の森で楽しもう！〉
講師：竹垣　英信氏（NPO法人森のライフスタイル研究所代表）
　信州の森に、都会の若い世代と一緒に大型バスで出掛ける、植林
や草刈り、間伐などの作業を行なう森づくり体験ツアーを実施してい
る竹垣氏からスローライフな「信州の森」の楽しみ方を伝授します。

30名
事前申込必要

（申込期限8月4日）

参加者募集
ご参加お待ち
� しています!

①　会場の都合上、事前の申し込みが必要な講座があります。定員に達し次第募集は終了します。
②　受講料は無料です。但し、集合場所までの交通費、昼食代は各自で負担願います。
③　第１回及び第４回の講座に申し込まれた方には、集合場所等の案内通知を事前に送付します。
④　荒天時は中止する場合があります。中止の場合は、「信州の山ポータルサイト」に掲載します。
⑤　申込は、受講日、氏名、住所、電話番号を記載し下記にＦＡＸ又はメールしてください。
　　なお、電話（026-235-7261）でも受付可能です。

「信州の山」ポータルサイト 検索
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《
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
1
年
前
イ
ベ
ン
ト
》
を
開
催
し
ま
し
た

県
民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
と
、
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
の
皆
様
や
森
林
づ
く
り
を
支
援
す
る
企
業
や
団
体
の
ほ
か
、
県
内
外
か
ら

の
参
加
を
得
て
、
五
月
三
十
日（
土
）に
「
平
成
二
十
七
年
度
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
町
市
「
鹿
島
槍
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ 

H
A
K
U
B
A 

V
A
L
L
E
Y 
鹿
島
槍
ス
キ
ー
場
」
か
ら
望
む
雄
大
な
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
背

景
に
、
参
加
者
に
よ
り
、
ブ
ナ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
等
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
で
綴
る「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」の
一
日

平
成
二
十
七
年
度
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い（
第
六
十
六
回 

長
野
県
植
樹
祭
）

「
平
成
二
十
七
年
度
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の

皆
様
に
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
、「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」
は
お
休
み
し
、
全
国
植
樹
祭
を
春

季
に
開
催
し
ま
す
。
全
国
植
樹
祭
の
成
功
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

【
全
国
植
樹
祭
推
進
室
】

司会と特別プレゼンター
2015年度「ミス日本みどりの女神」佐
野加奈さんにご参加いただき、テレビ
信州アナウンサー菅野直道さんの司
会により進められました。

みどりのふれあい宣言
大町市立八坂小学校、美麻小学
校のみどりの少年団の皆さんが元
気に「みどりのふれあい宣言」を行
いました。

感謝状の贈呈
全国植樹祭に協賛をいただいた北
信州森林組合様へ阿部知事から木
製感謝状を贈呈しました。

源流美麻太鼓
勇壮な太鼓が会場に響き渡りま
した。

▶木製地球儀のリレーセレモニー
全国植樹祭のシンボルである「木製地
球儀」が阿部知事から大町市の牛越市
長へリレーされました。

「木製地球儀」は、来春まで、全国植樹
祭の県民植樹会場の市町村等にリレー
されていきます。

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

森
林
整
備
活
動
等

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
昼
食

式　
典

菅野アナウンサーによる里山朗読会
プロが読む世界に引き込まれてい
ました。

ホームステイの苗木のお渡し
「ミス日本みどりの女神」佐野加奈
さんから、苗木のホームステイの苗
木が配られました。

白馬アルプホルンの会
柔らかい音色に包まれました。

木製プランターカバーの完成

木製プランターカバーの作成
林大生の指導を受け、大北地区
のみどりの少年団の皆さんが楽し
く作成しました。

記念標柱の建立
来賓の皆様により、記念標柱が建
立されました。

猟友会の皆様が植樹を終えて

苗木を植える子供達

ブナやナナカマド等の植樹
参加者の手で、約1.5haに2,800
本の苗木が植えられました。
その後、苗木生産者の菅沢さん
が、水を撒いて下さり、苗木は根
付きました。
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in

信
州
就
林
セ
ミ
ナ
ー
 

 

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
開
催
し
ま
し
た

 

信
州
の
木
活
用
課

首
都
圏
在
住
の
林
業
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
、
長
野
県
林
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、
林
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、
五
月
三
十

日
に
東
京
都
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
が
推
進
す
る
移
住
・
交
流
施
策
の
一
環
と
し
て
、
昨
年

十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
を
活
用
し
て
、
本
年
度
か
ら
月

に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
る「
職
種
別
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」の
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
と
し
て
、
県
の
企
画
振
興
部
と
林
務
部
が
連
携
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
一
般
財
団
法
人
長
野
県
林
業
労
働
財
団
の
担
当
者
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー

の
運
営
を
お
願
い
し
た
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
の
前
後
に
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
の
広
さ
の
都
合
上
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
は
事
前
予
約
制
と
し
ま
し
た

が
、
当
日
は
二
十
二
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
長
野
県
の
森
林
・
林
業
の
現
状
、
林
業
就
業
支
援
施
策
の
概

要
を
ご
説
明
し
た
後
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
長
野
県
に
移
住
し
、
林
業
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
吉
本
の
小
川
隆
司
さ
ん
、
北
信
州
森
林
組
合
の
堀
澤
正
彦

さ
ん
に
、
移
住
の
き
っ
か
け
、
林
業
に
就
業
し
た
理
由
、
現
在
の
仕
事
の
内
容
・

や
り
が
い
・
問
題
点
、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十

分
程
度
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
、「
林
業
の
賃
金
で
本
当
に
暮
ら
し
て
い
け

る
の
か
」、「
六
十
代
で
も
林
業
へ
の
就
業
は
可
能
か
」、「
林
業
を
や
っ
て
い
て
最

も
達
成
感
の
あ
る
瞬
間
は
何
か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
予
定
の
時
間
を
大

幅
に
超
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

首
都
圏
に
お
け
る
長
野
県
林
業
へ
の
就
業
支
援
施
策
と
し
て
は
、
全
国
森
林
組

合
連
合
会
が
主
催
す
る
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
長
野
県
林
業
労
働
財
団

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
長
野
県
単
独
で
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

の
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

今
後
も
、
機
を
捉
え
て
県
外
に
お
い
て
も
長
野
県
林
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
長

野
県
へ
の
就
林
が
促
進
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ユニフォームやポスター等の展示も 長野県林業労働財団による個別相談会

堀澤正彦さん（北信州森林組合）活発な意見交換が行われました

セミナー参加者の皆さん小川隆司さん（㈱吉本）
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県
内
の
総
合
ス
ー
パ
ー「
イ
オ
ン
」で 

 
信
州
産
シ
カ
肉
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
イ
オ
ン
、
長
野
県
森
林
大
使
で
あ

る
C
・
W
・
ニ
コ
ル
さ
ん
と
長
野
県
が
連
携
し
て
、
信
州
産
シ
カ
肉
を
食
べ
る

こ
と
の
意
義
を
消
費
者
の
皆
様
に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
ど
な
た
で
も
手
軽
に
信

州
産
シ
カ
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
流
通
の
仕
組
み
を
構
築

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
六
月
五
日（
金
）か
ら
県
内
の
イ
オ
ン
十
一
店
舗
で
信
州
産
シ

カ
肉
の
通
年
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○販売店舗

総合スーパー「イオン」11店舗

佐 久 平 店、 上 田 店、 諏 訪 店、 箕 輪 店、 飯 田 店、
飯田アップルロード店、木曽福島店、南松本店、
豊科店、須坂店、中野店

区 分 生　産　者 No 商　品　名 内容量 冷凍

生 肉
（認証製品）

自然育工房「岳」（下諏訪町）
信州ジビエかとう（南箕輪村）
信州富士見高原ファーム（富士見町）

1 信州産シカ肉ロースかたまり 200g ○
2 信州産シカ肉モモかたまり 200g ○
3 信州産シカ肉煮込み用 200g ○

加 工 肉 肉のスズキヤ(飯田市) 4 鹿ジン（鹿肉のジンギス） 260g ○

加工製品

信州ナチュラルフーズ(茅野市)

5 鹿肉のスライス(サラミ風) 54g
6 鹿肉スティック(サラミ風) 64g
7 鹿肉ジャーキー 35g
8 鹿肉の大和煮(缶詰) 110g
9 鹿肉の味噌煮(缶詰) 110g

肉のスズキヤ(飯田市) 10 信州遠山鹿肉カレー 260g
ヘルシーミート大鹿(大鹿村) 11 鹿ソーセージ 110g ○
本郷鶏肉(松本市) 12 鹿肉ロースト 75g ○
山崎商店(松本市) 13 信州ジビエ鹿肉カレー 200g
プライトーム(長野市) 14 みそ屋の信州ジビエ鹿肉シチュー 200g ○

○販売される信州産シカ肉製品（平成27年6月5日現在）

※店舗により取扱商品は異なります。

Ｃ・Ｗ・ニコルさんの、シカ肉に対する
思いや、美味しく食べるコツなどをま
とめたレシピが配られています!!
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第
二
回
狩
猟
免
許
試
験
・�

�

初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

本
年
度
第
二
回
目
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の
方
や
、
種

別
の
異
な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
「
網
猟
免
許
」
及
び
「
わ
な
猟
免
許
」
は
、
免
許
取
得
年

齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
満
十
八
歳
以
上
の
方
か
ら
受
験
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

狩
猟
は
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、
地
域
に
貢
献

す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
方
事
務
所
林
務
課
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

○
試
験
日
程　
　

平
成
27
年
９
月
13
日（
日
）（
会
場
は
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
講
習
会
日
程　

会
場
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す（
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
試
験
・
講
習
会
受
付
期
間

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
８
月
10
日（
月
）～
８
月
21
日（
金
）ま
で

長
野
県
ハ
ン
タ
ー
養
成
学
校�

�

狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す

野
生
鳥
獣
の
適
正
な
管
理
を
担
う
新
た
な
ハ
ン
タ
ー
を
養
成
す
る
、
平
成

二
十
七
年
度
長
野
県
ハ
ン
タ
ー
養
成
学
校
の
入
校
生
を
七
十
四
名
に
決
定
し
、
狩

猟
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

～
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
～

「
長
野
県
ハ
ン
タ
ー
養
成
学
校
」
で
は
、
期
間
中
、
五
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
狩
猟
免
許
や
銃
砲
等
所
持
に
関
す
る
事
前
講
習
会
へ
の
参
加
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◇
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
①（
座
学
）

 

県
下
四
地
域
で
関
係
法
令
、
県
内
の
被

害
の
現
況
等
を
講
習

◇
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
②（
実
技
）

 

地
方
事
務
所
ご
と
に
「
わ
な
」
に
よ
る

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
習

◇
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
③（
座
学
）

 

中
信
地
区
で
意
見
交
換
会
等
を
開
催

◇
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
④（
実
技
）

 
地
方
事
務
所
ご
と
に
「
銃
猟
」
に
よ
る

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
習

◇
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
⑤（
座
学
・
実
技
）

 

信
州
ジ
ビ
エ
に
関
す
る
知
識
講
習
、
解

体
実
習
、
閉
校
式
等

免許の種類 使用できる
猟具 受験可能年齢

網猟免許 網を使用した
狩猟 満18歳以上

わな猟免許 わなを使用し
た狩猟 満18歳以上

第一種銃猟
免許

装薬銃を使用
した狩猟 満20歳以上

第二種銃猟
免許

空気銃を使用
した狩猟 満20歳以上

区 分 年　月　日 会 場

第２回
平成27年 
９月13日（日）

（8:30 ～
17:00）

上小森林センター
飯田合同庁舎
松本合同庁舎

区 分 年　月　日 会 場

第２回試験
受験者
対象

平成27年
９月２日（水） 大町合同庁舎

平成27年
９月３日（木） 木曽合同庁舎

平成27年
９月５日（土）

上小森林センター
飯田合同庁舎
松本合同庁舎

狩猟免許の種類

狩猟免許試験日程

初心者狩猟免許試験講習会日程

《H27年度　入校生の状況》
年代 男性 女性 計
10代 1 4 5
20代 7 9 16
30代 16 8 24
40代 14 2 16
50代 10 1 11
60代 2 2

計 50 24 74
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� 里山利用「平成26年度里山利用総合支援事業から」

き
の
こ
が
楽
し
め
る
里
山
へ

喬
木
村
小
川
地
区
で
は
、
秋
の
味
覚
で
あ
る
マ
ツ
タ
ケ
な
ど
が
発
生
す
る
魅

力
的
な
山
林
を
多
数
所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
手
入
れ
不
足
や
松
く
い
被
害
の

広
が
り
な
ど
に
よ
り
収
穫
量
が
減
り
、
放
置
さ
れ
て
い
る
共
有
林
の
管
理
が
課

題
で
し
た
。

今
回
、地
区
住
民
の
協
働
に
よ
り
、森
林
整
備
と
原
木
生
産
を
行
い
ま
し
た
。

伐
採
し
た
広
葉
樹
は
シ
イ
タ
ケ
や
ク
リ
タ
ケ
の
ホ
ダ
木
と
し
て
、
今
春
地
区
行

事
で
植
菌
し
林
内
に
伏
せ
込
み
ま
し
た
。

地
区
住
民
が
き
の
こ
を
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
、
継
続
的
な
管
理
と
利
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

�

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

里
山
整
備
で
炭
焼
き
復
活
！

木
曽
町
新
開
西
洞
地
区
で
は
、
地
域
の
里
山
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
あ
わ
せ

て
木
材
資
源
を
有
効
利
用
し
よ
う
と
「
西
洞
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
、
炭

焼
き
の
復
活
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
は
、
昔
か
ら
炭
焼
き
が
盛
ん
な
地
域
で
し
た
が
、
最
近
は
後
継
者

が
高
齢
化
し
、
炭
焼
き
技
術
の
伝
承
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
年
頃
か
ら
会
員
十
人
で
炭
焼
き
に
取
組
み
、
高
齢
と
な
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
指
導
者
と
な
り
、
里
山
か
ら
伐
り
出
さ
れ
て
焼
い
た
炭
は
、
地
区
の
日

帰
り
温
泉
施
設
「
二
本
木
の
湯
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
を
機
に
、
会
の
活
動
と
里
山
整
備
が
よ
り
一
層
拡
充
さ
れ
る
と

と
も
に
、
炭
焼
き
技
術
が
若
い
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

�

【
木
曽
地
方
事
務
所
】

たくさんのホダ木

伐採作業

木炭づくり

窯出し

木炭装飾品の販売
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里山利用「平成 26年度里山利用総合支援事業から」／里山と防災

安
心
・
安
全
な
里
山
づ
く
り
は 

 

ま
ず
山
を
知
る
こ
と
か
ら
！

山
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
山
地
災
害
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
尊
い
人
命
や
財

産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。県
で
は
、山
地
災
害
に
備
え
る
た
め
、県
下
三
箇
所
で「
森

林
の
防
災
・
減
災
講
座
」
を
開
催
し
、
山
地
防
災
ヘ

ル
パ
ー
や
地
域
の
自
治
会
、
市
町
村
職
員
な
ど
の
皆

さ
ん
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
山
地
災
害
の
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

松
本
市
と
伊
那
市
で
開
催
し
た
講
座
で
は
、
元
信

州
大
学
農
学
部
教
授
の
山
寺
喜
成
さ
ん
に
「
里
山
保

全
の
新
し
い
歩
み
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
山
寺
さ
ん
は
、
山
地
災
害
を
防
ぐ
に
は
、
地

域
住
民
が
森
林
の
危
険
度
を
正
し
く
知
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
根
が
し
っ
か
り
張
っ
た
樹
木
を
育
成
す
る

「
森
林
の
強
靭
化
」
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
提
言
を

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
市
で
開
催
し
た
講
座
で
は
、
長
野
県

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
戸
田
堅
一
郎
研
究
員
が
「
Ｃ

Ｓ
立
体
図
を
活
用
し
た
山
地
防
災
」
と
題
し
て
、
航

空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
り
森
林
内
の
危
険
度
の
高
い
地

形
が
判
読
で
き
る
図
面
の
解
説
な
ど
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
今
回
得
た
知
識
を
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
か
さ
れ
、山
地
災
害
に
対
す
る
防
災
・

減
災
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

�
【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

朝
日
村
の
里
山
を
身
近
に
利
用
で
き
る 

 

豊
か
な
広
葉
樹
林
に

朝
日
村
は
カ
ラ
マ
ツ
が
有
名
で
す
が
、
里
山
は
人
が
な
か
な
か
関
わ
ら
な
い
た

め
、荒
れ
た
状
態
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
林
研
グ
ル
ー
プ「
朝
日
森
林（
も
り
）

の
ク
ラ
ブ
」は
、こ
う
し
た
里
山
を
積
極
的
に
整
備
し
な
が
ら
、大
人
へ
は「
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
講
習
会
」
を
メ
イ
ン
に
行
い
、
子
供
た
ち
に
は
「
森
林
体
験
」
を
ベ
ー
ス

に
積
極
的
な
担
い
手
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
は
、「
里
山
利
用
総
合
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
村
内
の
荒

れ
た
広
葉
樹
林
を
整
理
し
、「
ナ
ラ
」
を
主

体
と
し
た
将
来
的
に
利
活
用
で
き
る
森
林
づ

く
り
を
子
供
た
ち
と
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
夜
の

打
合
せ
を
重
ね
、
指
導
林
業
士
の
高
橋
鉄
則

氏
を
リ
ー
ダ
ー
に
地
拵
え
な
ど
の
準
備
も
整

い
ま
し
た
。

作
業
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月
五
日
・
十

月
十
八
日
に
行
わ
れ
、
１
２
６
人
の
地
元
小

学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
苗
木
の

数
量
も
多
く
、
経
験
の
な
い
小
学
生
は
、
最

初
つ
ら
そ
う
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ

て
く
る
に
つ
れ
、
し
っ
か
り
と
植
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
獣
害
防
除
用
の
苗
木

ネ
ッ
ト
の
設
置
ま
で
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
継
続
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度

以
降
も
保
育
作
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

【
松
本
地
方
事
務
所
】

林業士の話もしっかり聞いて、作業を覚えました 祖父と仲良く設置作業
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� お知らせ

お問い合わせ

県産材プレゼント
長野県産材の利用住宅に朗報

― 長野県木材協同組合連合会 ―

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
全
木
連
か

ら
の
補
助
を
受
け
て
「
木
造
住
宅
等
地
域
材
利
用
拡

大
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
「
長

野
県
産
材
利
用
啓
発
事
業
」
を
行
い
ま
す
が
、
新
築

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
増
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
住
宅
で

利
用
す
る
柱
材
、
床
板
材
、
壁
板
材
に
対
し
現
物

給
付
に
相
当
す
る
金
額
を
施
主
に
給
付
す
る
も
の

で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
以
降
に

着
手
し
た
住
宅
や
別
荘
で
、
認
証
製
品
の
利
用
等
の

一
定
の
条
件
に
達
し
た
場
合
一
件
に
つ
き
十
五
万
円

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
長
野
県
北
部
地
震
や
神

城
断
層
地
震
に
合
わ
れ
た
方
の
震
災
復
興
住
宅
に
は

二
十
五
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

受
付
は
七
月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
が
、
住
宅
建

築
を
ご
検
討
の
方
は
長
野
県
木
連
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

住
宅
産
業
の
今
後
は
、
少
子
化
の
影
響
か
ら
新
規

着
工
の
伸
び
が
低
調
で
、
都
市
部
で
の
住
宅
以
外
の

木
材
需
要
拡
大
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

産
材
の
需
要
拡
大
に
よ
る
好
循
環
の
確
立
は
地
方

創
生
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

震災復興住宅・住宅の新築や増築、リフォームをご検討中の皆様！�お早めに！

得得�信州の木情報！�����柱材·床板材·壁板材プレゼント
カラマツ、スギ、ヒノキ、などの県産材を活用した住宅に柱材・床板材・壁板材がプレゼントされます。

県産材プレゼントの対象
平成27年4月以降に着工し10月31日までに納品がされた県産の柱・床板・壁板材
① 木造住宅の新築・増築・リフォームまたは購入住宅が対象
 1棟あたり15万円、但し震災復興住宅は25万円

② 住宅の柱材、床板材、壁板材で一定の基準に達するもの
 信州木材認証製品センター認定工場で生産された認証製品が対象です！

③ 対象とする住宅戸数
 対象戸数は、一般住宅100戸、震災復興住宅20戸とし先着順です！

県産材は�
� 地方を救えるか！
・ 地域で生産された材を、地域で使

う好循環の醸成を目指します！

・ 地域の製材業の水平連携を目指し
ます！

注：補助金の交付額が予算額に達した場合は受付を終了いたします。

長野県木材協同組合連合会（信州木材認証製品センター）
〒380-0936　長野市岡田町30-16　TEL026-226-1471　FAX026-228-0580
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お知らせ

未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム 

―
長
野
県
未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
検
証
委
員
会
編
―
の
発
行 

 

長
野
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
協
議
会 

森
林
資
源
部
会

長
野
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
協
議
会
森
林
資
源
部
会（
事
務

局
：
一
般
社
団
法
人
長
野
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
）で
は
、
長
野
県
が
実

施
し
た
未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
検
証
事
業
の
成
果
を
「
未
利
用
木
材

生
産
シ
ス
テ
ム
―
長
野
県
未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
検
証
委
員
会
編

―
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
平
成
二
十
七
年
六
月
に
林
業
事
業
体
、
市
町

村
、
林
業
関
係
機
関
等
の
皆
様
方
に
配
布
し
ま
し
た
。

県
内
の
多
く
の
森
林
は
成
熟
期
を
迎
え
、
資
源
の
活
用
を
推
進
す
る
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で
は
平
成
二
十
五
～
二
十
六
年
度
、
利
用

が
進
み
に
く
い
ア
カ
マ
ツ
や
広
葉
樹
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
に
つ
い

て
の
検
証
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
シ
ス
テ
ム
や
作
業
効
率
は
、
対
象
と
な
る
森
林
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
り
ま
す
が
、
本
書
で
は
実
施
・
検
証
さ
れ
た
六
事
例
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
は
、
現
地
に
適
合
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
汎
用
性
等
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
、
一
方
で
、
検
証
に
よ
っ
て
課

題
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
ア
カ
マ
ツ
、
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組

み
、
ま
た
従
来
の
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
作
業
シ
ス
テ
ム
の
比

較
検
討
等
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
目
的
に
応
じ
て
本
書
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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暑中お見舞い申し上げます

役

職

員

一

同

明
日
を
担
う
人
材
を
育
て
る役

職
員
一
同

中

村

　
慎

理

事

長

会

長

役
職
員
一
同

田

中

　
易

会

長

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所

森

林

整

備

セ

ン

タ

ー

長
野
水
源
林
整
備
事
務
所

長
野
県
水
源
林
造
林
協
議
会

所

長

山

崎

英

志

会

長

中

村

武

雄

理

事

長

高

坂

宗

昭

一
般
社
団
法
人

理

事

長

細

川

忠

國

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

事
務
局
長

佐

原

良

彦

宮

崎

正

毅

都

築

　
透

勝

野

春

喜

大
久
保

　
　陸

　
　男

徳

原

敏

昭

松

本

寿

弘

理

事

長

細

川

忠

國

副
理
事
長

宮

崎

正

毅

副
理
事
長

専
務
理
事

徳

原

敏

昭

事
務
局
長

松

本

寿

弘

滝

澤

栄

智

信
州
木
材
認
証

　
　製
品
セ
ン
タ
ー

理

事

長

冨

澤

修

一

組
合
員
一
同

倉

沢

明

人

山

岸

喜

昭

藤

原

忠

彦

代
表
理
事

組

合

長

林

　
和

弘

滝

澤

栄

智

安

原

輝

明

会

長

副

会

長

専
務
理
事

常
務
理
事

支

部

長

副
支
部
長

専
務
理
事

事
務
局
長

細

川

忠

國

滝

澤

栄

智

徳

原

敏

昭

大

屋

博

利

理

事

長

大
日
方

　
　英

　
　雄

一
般
社
団
法
人

大
日
方

　英

　雄

細

川

忠

國

木

下

　
修

塩

入

　
茂

理

事

長

副
理
事
長

副
理
事
長

常
務
理
事

一
般
社
団
法
人

木

下

　
修

副

会

長

一
般
社
団
法
人

会

長

赤

津

安

正

代
表
理
事

組

合

長

佐
々
木

　定

　男
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暑中お見舞い申し上げます

会

長

大
日
方

　
　英

　
　雄

佐
久
森
林
林
業
振
興
会

役
職
員
一
同

木
曽
山
林
協
会

会

長

貴

舟

　
豊

役
職
員
一
同

長
野
県
林
業
普
及
協
会

会

長

大
日
方

　
　英

　
　雄

一
般

会

長

鮎

澤

光

昭

長
野
県
生
産
森
林
組
合

等
団
体
有
林
連
絡
協
議
会

下
伊
那
山
林
協
会

役
職
員
一
同

林

　
和

弘

会

長

長
野
県
林
業
士
会

川

島

潤

一

会

長

上
伊
那
山
林
協
会

役
職
員
一
同

長
野
県
造
林
協
会

会

長

長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

会

長

田

中

　
忠

役
職
員
一
同

諏
訪
地
域
森
林
づ
く
り

・
林
業
振
興
会

も

り

和
合
森
林
組
合

村

澤

博

光

代
表
理
事

組

合

長

役

職

員

一

同

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組

合

長

大
久
保

　憲

　一

代
表
理
事

組

合

長

代
表
理
事

顧

問

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組

合

長

白

鳥

　

孝

役
職
員
一
同

関
東
業
務
部
長

西

澤

　
肇

会

長

林

　
和

弘

上
小
林
業
振
興
会

会

長

羽

　　田

　　健
一
郎

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組

合

長

神

村

光

雄
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暑中お見舞い申し上げます

代
表
理
事

組

合

長

役
職
員
一
同

中

山

稿

一

代
表
理
事

組

合

長

役
職
員
一
同

理

事

長

上
小
木
材
協
同
組
合

上
田
市
芳
田
一
八
一
八

一

　︵
〇
二
六
八
︶
三
五

一
四
〇
〇

事
務
所

組
合
員
一
同

大
久
保

　
　陸

　
　男

会
長
理
事

代
表
理
事

大
日
方

　
　英

　
　雄

竹

下

元

治

伊

藤

晴

彦

北
佐
久
木
材
協
同
組
合

事
務
所

理

事

長

役

員

一

同

組
合
員
一
同

化
緑
方
地
野
長　　

会
員
委
進
推

会

長

横

川

正

知

役
職
員
一
同

理

事

長

林

　
宗

広

大
北
地
域

緑
化
推
進
協
議
会

役
職
員
一
同

佐

原

良

彦

理

事

長

代
表
取
締
役
社
長

岡

　健

一

郎

宮

澤

重

徳

環
境
事
業
部

宮
澤
木
材
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

下
高
井
郡
木
島
平
村
大
字
穂
高
三
二
二
八―

一

︵ 

〇
二

六

九 

︶
八

二―

三

一

一

八

Ｆ
Ａ
Ｘ︵ 

〃 

︶
八

二―

四

一

五

六

宮

崎

正

毅

瑞
穂
木
材
株
式
会
社

木
材
製
材
販
売
・
住
宅
資
材
販
売

代
表
取
締
役

代
表
理
事

組

合

長

中

村

善

行

代
表
理
事

組

合

長

中

　村

　今
朝
男

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組

合

長

松
本
地
域
森
林

　　　　林業
振
興
会

役
職
員
一
同

理

事

長

星

野

勝

好

組
合
員
一
同

E
-m
a
il:h
o
so
m
o
k
u
@
n
ifty
.c
o
m

細
川
木
材
株
式
会
社

取
締
役
副
会
長

立
木
の
伐
採
搬
出
作
業
・
建
築
材
プ
レ
カ
ッ
ト

別
荘
建
築

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
富
士
見
一
〇
七
〇
九

☎
（
〇
二
六
六
）
六
二
|
二
五
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

　〃

　）
六
二
|
二
五
一
五

細

川

忠

國

内

堀

　
優

内

堀

優

治

代
表
取
締
役

専
務
取
締
役

穂

苅

　
淳

代
表
取
締
役
社
長

松

本

市

渚

四

―

一

―

一

☎
︵
〇
二
六
三
︶
二
五―

〇
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
二
六
三
︶
二
五―

八
七
七
二

株
式
会
社

〒390

−

0841
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本
社
／
長
野
市
稲
葉
二
四
一
三
|
三
林
友
ビ
ル

☎
（

〇

二

六

）
二

二

四

|

八

七

〇

八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
）
二
二
三
|
七
九
八
九

池

田

正

治

代
表
取
締
役

長
野
国
有
林

　　　

  

森
林
整
備
協
会

会

長

副

会

長

花

見

隆

夫

林

　
和

弘

髙
遠
興
産

長
野
県
伊
那
市
山
寺
一
五
五
八

一

　︵
〇
二
六
五
︶
七
二 

 

五
三
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
〇
二
六
五
︶七
二

八
三
〇
八

代
表
取
締
役

林

　
敏

行

代
表
理
事

組

合

長

木
曽
木
材
生
産
事
業
協
会

会

長

中

島

哲

男

木
曽
郡
上
松
町
荻
原
中
島
一
五
七
九―

三

日
本
森
林
林
業
振
興
会

一
般
財
団
法
人

支

部

長

土

田

　
薫

長

野

市

稲

葉

二

四

一

三―

三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
〇
二
六
︶
二
二
六―

〇
九
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
二
六
︶
二
二
六―

九
二
七
六

愛
知
県
蒲
郡
市
捨
石
町
東
浜
三
六

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵ 

〇
五
三
三 

︶
六
八 

 

七
一
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ︵ 

〇
五
三
三 

︶
六
八 

 

一
五
一
七

長
野
市
稲
葉
中
千
田
沖
二
〇
四
〇
|
二

☎
（
〇
二
六
）
二
二
四
|
八
七
一
〇

長

野

支

店

長
野
林
友

株
式
会
社代

表
取
締
役

長
野
市
稲
葉
二
四
一
三
|
三
林
友
ビ
ル

☎
（
〇
二
六
）
二
二
六
|
七
七
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

　〃

　）
二
二
六
|
七
七
四
三

大

屋

孝

好

長
野
林
業
土
木
協
会

木

下

　
修

会

長

役
員
一
同

一
般
社
団
法
人

長
野
市
稲
葉
母
袋
沖
六
一
二―

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
〇
二
六
︶
二
二
一―
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
二
六
︶
二
二
一―
三
六
一
五

所

長

竹

　内

　正
比
古

長
野
市
岡
田
町
三
〇
|
一
六

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

☎
（
〇
二
六
）
二
二
七
|
六
一
八
五

株
式
会
社

損
害
保
険
代
理
店

代
表
取
締
役

田

中

髙

德

柳
沢
林
業

信
州
・
松
本
平
の
豊
か
な
風
景
を
つ
く
る

松
本
市
水
汲
一
〇
七
七
|
四

☎
︵
〇
二
六
三
︶
八
七
|
五
三
六
一

株
式
会
社

全
卵
粉
末
水
和
剤

ジ
ラ
ム
水
和
剤

ラ
ン
テ
ク
タ
ー
水
和
剤

コ
ニ
フ
ァ
ー
水
和
剤

大
同
商
事
株
式
会
社

伊

藤

定

三

有
限
会
社

伊
藤
商
店

代
表
取
締
役

長

野

支

店

株
式

会
社 

森
林
テ
ク
ニ
ク
ス

新
し
い
時
代
の
森
林
の
保
全
・
管
理
・
活
用
に

関
す
る
技
術
を
提
供
し
ま
す

支

店

長

藤

原

豊

宏

長
野
市
稲
葉
二
四
一
三―

三
林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
〇
二
六
︶
二
六
九―

九
一
三
一

小
笠
原

　良

　一

森
林
整
備･

素
材
生
産･ (

産
廃) 

収
集
運
搬
業

支
障
木
伐
採
、
処
理
、
薪
販
売

有
限
会
社

オ
ガ
サ
ワ
ラ
林
業

代
表
取
締
役

森

林

環

境

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

〝
自
然
と
共
に
〞

理

事

長

湯

沢

要

次

酒
井
工
業
所

サ

ン

ド

キ

ー

パ

ー

マ

ッ

ト

Ｓ

Ｎ

緑

化

万

能

マ

ッ

ト

カ

ゴ

枠

・

大

型

カ

ゴ

枠

・

パ

ネ

ル

フ

ト

ン

篭

松
本
市
村
井
町
南
三
丁
目
一
〇
番
一
四
号


︵
〇
二
六
三
︶
五
八
―
三
一
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〃
︶
八
六
―
三
八
八
一

株
式
会
社代

表
取
締
役

上

巾

優

幸

木
曽
郡
上
松
町
荻
原
二
三
三
〇

一

　︵
〇
二

六

四
︶
五

二

二

一

七

七

　
〇
五
〇

三

七

六
〇

二

二

八

七

Ｆ
Ａ
Ｘ︵ 

〇
二

六

四
︶五

二 

 

四

六

二

六

有
限
会
社

国
光
工
業
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大
栄
産
業
株
式
会
社

唐
松
・
杉
・
桧
各
種 
素
材
丸
太
・
製
材
品

組
建
物
・
看
板
・
加
工
一
般
・
施
工
一
式

新
型
イ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

　
　（
角
材
及
び
円
柱
可
能
）

防
腐
加
圧
処
理 (

Ａ
Ｃ
Ｑ
・
そ
の
他
）

※
加
圧
処
理
は
、長
さ
16.0
m
ま
で
で
き
ま
す 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.daieisgy.co.jp

二

〇

取
締
役
会
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

大

井

　
仁

木
曽
郡
上
松
町
緑
町
三
の
一
の
一

　︵
〇
二
六
四
︶

Ｆ
Ａ
Ｘ︵  

〃  

︶
五

二 

 

二

二

四

三

五

二 

 

五

二 

〇 

三

中

島

哲

男

代
表
取
締
役

木
曽
郡
王
滝
村
四
五
六
三 

 

二

　︵
〇
二
六
四
︶
四
八 

 

二
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ︵  

〃 

︶
　四

八  

  

二

三

八

三

伊

藤

利

文

伊
藤
木
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

建
築
用
材
製
材
・
信
州
木
材
製
品
認
証
工
場

in
fo
@
ito
u
-m
o
k
u
za
i.co
m

上
水
内
郡
信
濃
町
柏
原
二
六
七
一

　︵
〇
二
六
︶
二
五
五


Ｆ
Ａ
Ｘ︵ 

〃 

︶
二
五
五

二 

〇 

一
七

二

三

三

三

出

代
表
取
締
役

中

島

武

東

松
く
い
虫
防
除
シ
ー
ト
は

ま
つ
の
じ
ょ
う

地
球
に
や
さ
し
い

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の

く
ん
蒸
用
被
覆
シ
ー
ト

信
濃
化
学
工
業
株
式
会
社

グリーンプラマーク取得

長
野
さ
く
ら
の
会

名
誉
会
長

会

長

阿

部

守

一

小

林

　
実

長
野
市
岡
田
町
三
〇
|
一
六

☎
（
〇
二
六
）
二
二
七
|
五
〇
一
五

長

野

県

森

連

指

定

林

業

機

械

化

協

会

会

員

チ

ェ

ン

ソ

ー

・

刈

払

機

・

集

材

機

ワ

イ

ヤ

ロ

ー

プ

・

林

業

機

械

器

具蒲

生

浩

明

代
表
取
締
役

松
本
市
波
田
中
波
田
五
一
八
一

一

　︵ 

〇
二
六
三 

︶
九
二 

 

二
四
六
八

代表取締役　池　田　修　平

〒380-0813 長野市緑町1661
 TEL 026-232-8201㈹
 FAX 026-232-8203
E-mail：ike-arch@mx2.avis.ne.jp

代表取締役会長　野　澤　　渉
代表取締役社長　野　澤　　敏

長野市中御所３丁目７番14号
TEL 026-226-2808

林
業
用
薬
剤
と

　
　

 

グ
リ
ー
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

｜

緑
と
土
と
水
を
守
る

｜

松
く
い
虫
防
除
・
芝
地
総
合
管
理

非
農
耕
地
雑
草
防
除

長

野

県

森

連

指

定

業

者

長
野
県
林
業
薬
剤
防
除
協
会
員

0268-23-2135　FAX0268-23-2153
0263-77-8863　FAX0263-77-8893

木·ロジ岩船陸送木·ロジ岩船陸送
お
か
げ
さ
ま
で

20
周
年

須

江

　
豊

代
表
取
締
役

有
限
会
社

須
江
林
産

佐
久
市
岩
村
田
一
二
六
七

一
一

　︵ 

〇
二
六
七 

︶
六
七

二
四
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ︵

〃

︶
六
七

四
〇
六
〇

〒385

−

0022
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暑中お見舞い申し上げます

理

事

長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

理

事

〃〃〃〃〃〃

監

事

〃〃

大
日
方

　英

　雄

齋

藤

　
敏

田

中

髙

德

小
相
沢

　徳

　一

滝

澤

栄

智

徳

原

敏

昭

星

野

勝

好

井

出

一

彦

大
久
保

　陸

　男

山

岸

喜

昭

倉

沢

明

人

伊

藤

晴

彦

黒

澤

和

夫

松

澤

　
孝

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
特選材市
８月22日（土）

８月26日（水） ８月 ７日（金）
８月25日（火）

８月18日（火）

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※	本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

 2015　第４8回木材まつり　産地特選優良製品展示即売会
７月25日（土）　セリ　売出し８時50分

（木之霊神社例祭　8時10分）　　出品500㎥　保証金10万

国有林土場等活用委託市
坂下事務所 中元謝恩市
荻 原 事 務 所

７月28日（火）
７月24日（金）
７月29日（水）

開札 10時
入札開札13時
保 証 金10万｝

製 品

原 木

８月の市売りのご案内

信州の木認証合板で
地産地消の緑の循環

（本　　　 社） 06-6228-1401
（北陸営業所） 0767-52-4376

針葉樹合板のパイオニア

林ベニヤ産業株式会社

◆お問合せ
長野森林組合　鬼無里事業所
〒381－4301長野市鬼無里2552番地
TEL：026－256－2233　
FAX：026－256－2234

長野森林組合  お中元のご案内
鬼無里の食品工場で製造した、地元・国産原料を使用し、合成化学調味料
など不使用の安全･安心な詰合せはいかがですか。

＊直送やのし対応も可能ですので、
　お気軽にお問合せ下さい。

ご飯大好きセット
（他にも各種ございます）
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林
業
の
好
循
環
を
目
指
す
た
め
に 

長
野
県
造
林
協
会
総
会
＆
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー

６
月
10
日
、
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
お
い
て
長
野

県
造
林
協
会（
会
長
：
藤
原
忠
彦
）の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
協
会
は
80
の
会
員（
61
市
町
村
、
15
森
林
組
合
、
４

県
域
団
体
）に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
森
林
の
健
全
な
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

通
常
総
会
は
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
長
野
県
森
連
・

安
原
常
務
理
事
が
欠
席
の
藤
原
会
長
の
代
わ
り
に
行

い
、
中
部
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
森
林
整
備
課
・

加
藤
孝
課
長
補
佐
と
、
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進

課
・
日
向
一
夫
企
画
幹
兼
課
長
補
佐
兼
県
営
林
係
長

か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
後
に
議
事
が
執
り
行
わ
れ
、
各

議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
上
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
事
業
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び

国
産
材
の
シ
ェ
ア
を
50
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目

途
と
し
た
各
施
策
が
展
開
さ
れ
る
中
、
森
林
・
林
業

再
生
に
向
け
て
の
提
言
や
政
策
要
望
を
農
林
水
産
省

等
に
対
し
て
行
う
「
林
政
懇
談
会
」
へ
の
参
加
、
セ

ミ
ナ
ー
・
学
習
会
の
開
催
等
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
計
画
で
は
森
林
整
備
対
策
の
充
実
と

林
野
予
算
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
関
係
方
面
に
対
し

て
の
要
請
活
動
の
他
、
会
員
の
行
う
林
業
施
策
、
事

業
拡
充
の
た
め
に
必
要
な
研
修
・
講
習
会
等
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

総
会
終
了
後
は
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
林
材
ラ
イ
タ
ー
の
赤
堀

楠
雄
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

『
林
業
の
現
状
と
可
能
性
に
つ

い
て
～
な
ぜ
木
を
育
て
る
の

か
～
』
と
題
し
た
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赤
堀

氏
は
雑
誌「
森
林
組
合
」に「
農

林
業
地
域
最
前
線
レ
ポ
ー
ト
」

や
、「
現
代
林
業
」
に
「
木
材

ト
レ
ン
ド
を
読
み
解
く
」
な

ど
の
連
載
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
長
野
県
上
田
市
に
移
住

さ
れ
、
里
山
暮
ら
し
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
林
業
の
生
産
段
階
で
行
え
る
選

別（
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
）を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
材
の

歩
留
り
率
や
木
材
工
場
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
材

価
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
丸
太
仕
分
け
の
作
業
だ
け
で

な
く
、
苗
木
の
選
抜
か
ら
撫
育
・
間
伐
作
業
、
造
材

と
、
価
値
の
向
上
を
担
え
る
部
分
が
長
期
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
、（
並
材
を
含
む
）質
の
高

い
木
を
有
利
販
売
で
き
る
環
境
を
整
え
、
価
格
向
上

の
好
循
環
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
結
ば
れ
ま
し

た
。

赤堀講師による講演の様子

県林務部 日向氏による祝辞

中部森林管理局 加藤氏による祝辞
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さ
ら
な
る
木
材
利
用
の
た
め
に 

切
削
チ
ッ
プ
製
造
機
械
実
演
会

６
月
25
・
26
日
の
２
日
間
、
栄
村
白
鳥
の
栄
村

チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
切
削
チ
ッ
プ
製
造
機

械
の
実
演
会（
主
催
：
栄
村
森
林
組
合
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

25
日
は
、
栄
村
森
林
組
合
・
桑
原
重
雄
組
合
長
の

挨
拶
の
後
、
切
削
チ
ッ
パ
ー
機
の
説
明
が
行
わ
れ
、

実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ッ
パ
ー
機
は
Ｍ
ｏ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
ｋ
社
製
の
Ｌ
Ｂ
―

Ｍ
５
１
５
Ｃ
で
最
大
処
理
量
は
１
５
０
㎥
／
時
間

（
チ
ッ
プ
換
算
）と
、
自
走
式
チ
ッ
パ
ー
の
中
で
は
か

な
り
の
大
型
機
で
す
。
チ
ッ
プ
製
造
は
ス
ギ
・
カ
ラ

マ
ツ
・
雑
木（
広
葉
樹
）の
３
樹
種
で
行
わ
れ
、
チ
ッ

プ
の
製
造
ス
ピ
ー
ド
や
形
状
の
違
い
に
つ
い
て
比
較

し
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
価
格
や
切
削
刃
の
寿
命
、
運
用
体
制
な

ど
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

８
月
１
日（
土
）の
９
時
か
ら
15
時
に
か
け
て
安
曇

野
市
の
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
も
く
り
ゅ
う
館
に
て
、

『
森
の
恵
み
ふ
れ
あ
い
祭
り
』（
主
催
：
長
野
県
森
林
組

合
連
合
会
・
松
本
広
域
森
林
組
合
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
夏
休
み
に
開
か
れ
る
た
め
、
親
子
で
一
日

楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
恒
例
イ
ベ
ン

ト
の
一
点
物
の
板
材
特
価
販
売
や
My
箸
作
り
な
ど
に

加
え
、
昨
年
好
評
で
し
た
木
材
市
場
見
学
ツ
ア
ー
、

さ
ら
に
今
年
は
全
国
植
樹
祭
記
念
ポ
ッ
ト
苗
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
三
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
演
奏
も
開
催
予
定
で
す
。
皆
様
奮
っ
て
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

安
全
な
木
材
市
場
を
目
指
し
て 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
安
全
講
習
会
開
催

６
月
６
日（
土
）、中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
と
東
信
木
材
セ
ン
タ
ー
協

同
組
合
連
合
会
の
合
同
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
安
全
運
転

講
話
・
実
技
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
免
許
を
持
つ
役
職
員
27
名
が
参

加
の
中
、
長
野
県
森
連
・
安
原
常
務
理
事
の
挨
拶
の

後
、（
一
社
）中
部
労
働
技
能
教
習
セ
ン
タ
ー
調
整
係

長
・
原
達
也
氏
と
、
教
習
部
長
代
理
・
小
池
正
治
氏

よ
り
座
学
と
実
技
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
座
学

で
は
近
年
の
災
害
発
生
状
況
、
災
害
防
止
の
考
え
方

や
理
論
、
作
業
時
の
安
全
の
心
得
等
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

実
技
講
習
は
木
材
セ
ン
タ
ー
の
土
場
に
お
い
て

が
行
わ
れ
、
ス
ラ

ロ
ー
ム
走
行
を
基

本
と
し
た
運
転
実

習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
基

本
に
立
ち
返
っ
て

運
転
を
行
い
、
今

後
の
各
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
安
全
作

業
を
再
認
識
し
て

い
ま
し
た
。

フォークリフトの実技講習

チッパー機の稼働とカラマツのチップ

昨年のふれあい祭の様子

パンフレットURL
http://www.naganomoriren.or.jp/hureaimaturi.html
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